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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 195,608 △17.4 10,881 △46.1 9,674 △49.3 5,212 ―

21年3月期第3四半期 236,954 ― 20,177 ― 19,088 ― △10,721 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 16.99 ―

21年3月期第3四半期 △39.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 450,799 239,793 51.8 671.12
21年3月期 403,613 189,757 45.5 669.80

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  233,545百万円 21年3月期  183,539百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
22年3月期 ― 3.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 270,000 △10.3 15,000 △34.0 12,500 △38.6 7,000 ― 22.81

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］ 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］ 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 349,671,876株 21年3月期  275,671,876株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,676,466株 21年3月期  1,650,227株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 306,894,543株 21年3月期第3四半期 274,196,447株

－2－



 当第３四半期累計期間のわが国経済は、中国を中心とする新興国の景気回復を受けて、在庫調整の進展などで景気

の底入れ感が強まりました。しかしながら、先行きの不透明感は依然根強く、雇用環境の悪化から消費の不振も続い

ております。 

 このような中、当社業績につきましては、製品によっては改善傾向も見られたものの、国内を中心とした需要の回

復は鈍く、売上高、営業利益ともに前年同期実績を下回りました。 

         （単位：億円） 

  

（売上高） 

 景気低迷に伴う販売数量の減少と一部製品の販売価格の下落等により、前年同期より413億４千万円減少し、

1,956億円（前年同期比17.4％減）となりました。 

（売上原価） 

 販売数量の減少や原料価格の下落等により、前年同期より278億円減少し、1,399億４千万円（前年同期比

16.6％減）となりました。 

（販売費及び一般管理費） 

 販売数量の減少に伴う物流費の減少等により、前年同期より42億４千万円減少し、447億８千万円（前年同期比

8.7％減）となりました。 

（営業利益） 

 販売数量の減少と一部製品の販売価格の下落に加えて、操業度の低下や減価償却費の増加等により、前年同期

より92億９千万円減少し、108億８千万円（前年同期比46.1％減）となりました。 

（営業外損益・経常利益） 

 営業外損益は休止部門費２億７千万円の増加及び新株発行費２億４千万円の発生等により、前年同期より１億

１千万円悪化しました。これにより、経常利益は前年同期より94億１千万円減少し、96億７千万円（前年同期比

49.3％減）となりました。 

（特別損益・税金等調整前四半期純利益・四半期純利益） 

 特別損益は樹脂サッシ（防耐火グレード）問題に係る製品補償関連費用の発生等はあるものの、前年同期は当

該問題に係る特別損失224億６千万円を計上していたため、217億８千万円改善しました。これにより、税金等調

整前四半期純利益は前年同期より123億７千万円改善し、87億円となりました。 

 応分の税金費用等を加味した四半期純利益は前年同期より159億３千万円改善し、52億１千万円となりました。

  

＜化学品事業＞ 

（化成品事業） 

 景気低迷に伴う販売数量の減少及び石油化学製品を中心とした販売価格下落等により、売上高は大幅に減少し

ました。しかし、原燃料価格下落によるコスト減少の効果に加え、無機化学製品の昨年度後半に実施した価格是

正効果等により、増益となりました。 

（フィルム事業） 

 サン・トックス株式会社は原料価格低下に伴う製品価格の下落により減収となりましたが、生産効率の向上、

コスト減少の効果により、増益となりました。 

 以上の結果、当セグメントの売上高は691億２千万円（前年同期比24.1%減）、営業利益は43億５千万円（前年

同期比85.0％増）で減収増益となり、売上高全体に占める割合は35.3％となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期純利益又は

四半期純損失(△)

平成22年３月期 

第３四半期連結累計期間  
1,956 108 96 52 

平成21年３月期 

第３四半期連結累計期間  
2,369 201 190 △107 

増 減 率 △17.4％ △46.1％ △49.3％ － 
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＜特殊品事業＞ 

 多結晶シリコンは新プラント稼働による数量効果があったものの、単価の下落や円高の影響により減収となり

ました。これらの減収要因に加え、減価償却費の増加等により減益となりました。シリカ、機能材料など多結晶

シリコン以外の製品も振るわず、減収減益となりました。 

 株式会社エイアンドティーは臨床検査機器システム等の販売が好調で増収増益となりました。 

 以上の結果、当セグメントの売上高は719億９千万円（前年同期比9.0%減）、営業利益は99億６千万円（前年

同期比53.3%減）で減収減益となり、売上高全体に占める割合は36.8％となりました。 

  

＜セメント建材その他事業＞ 

（セメント事業） 

 深刻な需要不振によるセメント販売量の減少とそれに伴う資源環境事業の処理量減少により減収となりまし

た。しかし、価格是正効果や物流コストの減少等により利益は確保しました。 

（建材その他事業） 

 樹脂サッシ事業の株式会社エクセルシャノンは、深刻な需要の減少と樹脂サッシ（防耐火グレード）問題の影

響による出荷の減少に対して、信頼回復と収益性の改善に努めておりますが、業績は低迷しました。 

 以上の結果、当セグメントの売上高は544億８千万円（前年同期比18.3%減）、営業損失は２億２千万円で減収

ながら損益は６千万円の改善となり、売上高全体に占める割合は27.9％となりました。 

  

  

（資産、負債及び純資産の状況） 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は4,507億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ471億８千万円増加しま

した。主な要因は、現金及び預金385億２千万円の増加等です。 

 負債は2,110億円となり、前連結会計年度末に比べ28億４千万円減少しました。 

 純資産は2,397億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ500億３千万円増加しました。主な要因は、増資による

資本金234億８千万円の増加、資本剰余金234億８千万円の増加等です。 

  

  

 当第３四半期連結累計期間における業績は多結晶シリコン出荷の第４四半期へのシフトなどにより計画を下回った

ものの、今後の業績は計画通り推移するものと見込まれるため、通期の業績予想につきましては現時点で修正を行っ

ておりません。 

 上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる場合があります。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

①簡便な会計処理 

・棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会計期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく償却予定額を期間按分する方

法によっております。 

・経過勘定項目の算定方法 

 固定費的な要素が大きい項目については、合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっておりま

す。 

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益（損失）に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更  

  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認め

られる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事

完成基準を適用しております。 

  なお、この会計処理の適用に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

②引当金の計上基準の変更（製品保証引当金） 

  臨床検査情報システム及び検体検査自動化システムにおける両製品の無償保証期間中に発生する対応費用

（無償保証対応費用）については、従来、修理作業等の発生時に計上しておりましたが、第１四半期連結会計

期間より、過去の実績率（売上高に対する費用の支出割合）に基づき、費用見込額を製品保証引当金として計

上する方法に変更しております。 

  この変更は、案件毎の無償保証対応費用の実績額の蓄積により過去の実績率を合理的に算定することが可能

になったこと、及び無償保証対応費用を製品販売時の期間費用として適正に把握するとともに財政状態の健全

化を図るために実施したものであります。 

  この変更により、過年度に対応する発生金額90百万円を特別損失として計上したことに伴い、営業利益、及

び経常利益が36百万円増加し、税金等調整前四半期純利益は53百万円減少しております。なお、セグメント情

報に与える重要な影響はありません。 

  

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 64,486 25,961

受取手形及び売掛金 66,663 63,166

有価証券 31,100 30,100

商品及び製品 23,546 17,556

仕掛品 10,399 9,826

原材料及び貯蔵品 9,853 9,438

その他 13,874 11,356

貸倒引当金 △323 △266

流動資産合計 219,599 167,139

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 94,922 72,373

その他（純額） 84,975 115,730

有形固定資産合計 179,898 188,104

無形固定資産   

のれん － 5

その他 4,231 2,999

無形固定資産合計 4,231 3,004

投資その他の資産   

投資有価証券 27,959 27,704

その他 19,700 18,774

投資損失引当金 △57 △549

貸倒引当金 △532 △565

投資その他の資産合計 47,070 45,364

固定資産合計 231,199 236,473

資産合計 450,799 403,613

－6－
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 35,760 29,845

短期借入金 9,229 10,635

コマーシャル・ペーパー 4,000 2,400

1年内返済予定の長期借入金 4,357 3,882

1年内償還予定の社債 10,000 15,000

未払法人税等 1,175 4,213

引当金 2,868 4,315

その他 30,525 33,838

流動負債合計 97,918 104,131

固定負債   

社債 5,100 5,000

長期借入金 65,452 58,575

負ののれん 131 －

製品補償損失引当金 18,601 19,636

その他の引当金 4,811 4,091

その他 18,991 22,420

固定負債合計 113,088 109,724

負債合計 211,006 213,855

純資産の部   

株主資本   

資本金 53,458 29,975

資本剰余金 57,670 34,187

利益剰余金 120,871 117,583

自己株式 △1,397 △1,382

株主資本合計 230,602 180,364

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,141 5,379

為替換算調整勘定 △2,197 △2,203

評価・換算差額等合計 2,943 3,175

少数株主持分 6,247 6,217

純資産合計 239,793 189,757

負債純資産合計 450,799 403,613
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 236,954 195,608

売上原価 167,751 139,946

売上総利益 69,203 55,662

販売費及び一般管理費 49,025 44,780

営業利益 20,177 10,881

営業外収益   

受取利息 162 87

受取配当金 591 496

持分法による投資利益 463 772

保険配当金 － 196

その他 1,107 811

営業外収益合計 2,325 2,365

営業外費用   

支払利息 1,120 1,325

休止部門費 － 781

その他 2,293 1,465

営業外費用合計 3,414 3,572

経常利益 19,088 9,674

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,496

関係会社株式売却益 545 －

国庫補助金 312 －

その他 186 232

特別利益合計 1,044 1,728

特別損失   

固定資産処分損 478 －

固定資産圧縮損 68 －

投資有価証券評価損 713 －

減損損失 2,464 －

製品補償損失引当金繰入額 20,000 －

課徴金 47 －

製品補償関連費用 － 1,297

事業化検討費用 － 400

その他 26 1,000

特別損失合計 23,800 2,697

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,668 8,706

法人税等 7,756 3,541

少数株主損失（△） △703 △48

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,721 5,212
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

（注）１ 会計処理の方法の変更  

（出向者労務費に係る当社負担額の会計処理の変更） 

 第１四半期連結会計期間より、連結子会社に対する出向者労務費の当社負担額について、従来の営業外費

用から営業費用にて処理する方法に変更しております。 

 この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、化学品事業にて293百万円、特殊品事業にて

507百万円がそれぞれ減少しております。営業損失は、セメント建材その他事業にて498百万円増加しており

ます。 

２ 追加情報 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、主として機械装置の耐用年数を変更しており

ます。 

 この変更に伴い、従来の耐用年数によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、化

学品事業にて50百万円増加し、特殊品事業にて36百万円減少しております。営業損失は、セメント建材その

他事業にて529百万円増加しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているためその記載を省略しております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  （単位：百万円）

  化学品事業 特殊品事業
セメント建材
その他事業 

計 消去又は全社 連結

売上高   

(1）外部顧客に対する 

  売上高 
 91,123  79,100  66,730  236,954  ─  236,954

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,084  40  12,267  13,392 ( )13,392  ─

計  92,208  79,141  78,998  250,347 ( )13,392  236,954

営業利益又は 

営業損失（△）  
 2,354  21,325  △297  23,382 ( )3,204  20,177

  （単位：百万円）

  化学品事業 特殊品事業
セメント建材
その他事業 

計 消去又は全社 連結

売上高   

(1）外部顧客に対する 

  売上高 
 69,123  71,997  54,487  195,608  ─  195,608

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 994  33  11,234  12,262 ( )12,262  ─

計  70,117  72,031  65,722  207,871 ( )12,262  195,608

営業利益又は 

営業損失（△） 
 4,354  9,960  △227  14,088 ( )3,206  10,881

〔所在地別セグメント情報〕
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア・・・中国、韓国、台湾 

(2）その他・・・欧州、北米 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

 当社は、平成21年８月26日開催の取締役会において、公募による新株式発行（一般募集）並びに、当社株式の

売出し（オーバーアロットメントによる売出し）及び第三者割当による新株式発行を決議いたしました。これに

より、平成21年９月10日付で野村證券株式会社を主幹事会社とする引受団から公募による増資の払込みを受けま

した。また、平成21年９月28日付で野村證券株式会社からオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三

者割当増資の払込みを受けました。 

 この結果、第２四半期連結会計期間において「資本金」が23,483百万円、「資本剰余金」が23,483百万円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において「資本金」が53,458百万円、「資本剰余金」が57,670百万円となって

おります。  

  

〔海外売上高〕

（単位：百万円）

 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高  33,058  12,505  45,564

Ⅱ 連結売上高   236,954

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  13.9  5.3  19.2

（単位：百万円）

 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高  29,890  10,245  40,136

Ⅱ 連結売上高   195,608

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  15.3  5.2  20.5

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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